


未来につなぐ三宅島
　　　～心ひとつに三宅の創造～

　三宅島は東京都心から南に180kmの太平洋にある伊豆諸島の島です。青い海と
緑の大地、季節ごとに咲く花々が色彩豊かで美しく、時おり白い噴煙を立ち上げ
る雄山を見上げると、火山が生きていることを実感できます。
　2000年の噴火災害から復旧・復興してきた三宅村は、次のステップへ向けた未
来に希望が持てる村政を、第５次三宅村総合計画や三宅村村民憲章の精神に基づ
き進めてまいります。
　この島で生まれ、あるいは新たに人生を切り拓く場として心豊かに生活し、家
庭を育み、年老いても良かったと思える島づくりを進め、誰もが島に育ち島に生
きることを誇りに思える三宅島を創り上げてまいります。
　この村勢要覧が私たちの村、三宅村をご理解いただく一助となれば幸いです。

櫻田 昭正

　約2,500年前の噴火口にできた周囲約２km
の伊豆諸島最大の淡水湖。周囲には照葉樹林が
広がり、野鳥観察やトレッキングに最適です。
すぐ近くには「アカコッコ館」があります。

大路池
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　三宅島は東京都に属し、人口2,538人、1,649世帯（平成30年1月1日現在）が居
住しています。島内には神着、伊豆、伊ケ谷、坪田、阿古という計５つの集落が海
岸沿いに点在しています。
　島は活発な活火山で、約20～60年周期で噴火を繰り返しています。2000年（平
成12年）に噴火した雄山からは依然として火山ガスが放出され、規制区域として立入
禁止区域、危険区域が設けられています。気象庁の噴火警戒レベルは１となっています。
　噴火跡などの力強い自然を体感できるとともに、約230種の野鳥を観察できる
バードアイランドとしても有名です。美しい景観と貴重な生態系は、面積の約 86
％を規制する自然公園法によって保護されています。

　周囲を流れる黒潮（南西からの暖流）の影響により、
温暖多雨な海洋性気候となっています。年間平均気温
は17.7℃、真夏日の日数は平均で年間13.1日、最低気
温が氷点下になる日数は平均で年間0.5日と、夏は涼し
く冬は比較的暖かい気候です。
　夏から秋にかけては台風、冬は低気圧の影響を受け易く、
降水量は年間約 3,000 ミリで東京本土の約 2 倍となって
います。多くの島・沿岸部と同様に風が強い地域で、年間
を通して北東または南西の風が吹きやすくなっています。 ※季節、曜日による変更あり。
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三宅島社会福祉協議会

三宅村文化会館

三宅村火葬場

大路池展望台

三宅島農業振興会

　1983年（昭和58年）の雄山の噴火により出た溶
岩流の上に2007年（平成19年）、遊歩道が敷かれ
ました。ここを歩くと、噴火の威力と自然の再生
力を目の当たりにします。

25

　古い時代の噴石でできた丘です。天気の良い日
には伊豆大島から八丈島まで伊豆諸島が見渡せま
す。海と反対側には迫力ある雄山がそびえ立って
います。

火山体験遊歩道
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　観光需要の多様化や社会情勢の変化とともに観光客数は伸び悩んでいますが、新造船での快適な船旅や、航空路線の安定した就航
により、これまでのバードウォッチング、釣り、マリンレジャーなどのリピーター客を確保しつつ、火山などの恵まれた自然環境を
観光資源として最大限に活用するとともに、地形と自然を活かした「エンデューロレース（バイクレース）」を開催しています。サイ
クリングやウォーキングにも適しているので島内の産業ともリンクした魅力ある観光事業の展開に取り組み、積極的に情報を発信し
ていきます。

　2011年（平成23年）に、廃校となっていた
体育館に設置し、その規模と内容は全国の公共
施設でも１、２を争うほど充実しています。
　2016年（平成28年）に、新たな壁を増設し、
利用者は老若男女を問わず、島内の新しいスポ
ットとして定着しつつあります。　
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　三宅島漁業協同組合では、三宅村などの支援を受け、2012年（平成24
年）から漁業の短期研修制度を開始し、翌年からは長期研修生を受け入れる
など、積極的に三宅島漁業の担い手の育成・確保に取り組んでいます。
　2018年（平成30年）までの期間に、長期研修生３名が卒業し、独立して
操業を開始しています。
　2014年（平成26年）からは新中央航空の就航を機に、調布市や小金井市
の飲食店などへ朝獲りの鮮魚を空輸出荷し始め、漁獲の販路拡大や多摩地
域の交流という面からも今後が大きく期待されます。
　良好で持続可能な漁業環境を整えるため、生産基盤の整備や島内外の流
通促進、水産物の品質向上と生産拡大を図り、豊かな海と活気ある漁業の
実現を目指しています。
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（隔年）

三宅島ボルダリング
大会

三宅島OWS大会



（隔年）

三宅島ボルダリング
大会

三宅島OWS大会



・体育振興
　コミュニティセンターをはじめ青年館、体育館、グラウンドなどを利用して、野球
・ゲートボール・サッカー・バレーボール・バドミントン・テニス・柔道・剣道・ク
ライミングなどのスポーツ団体が活動しています。
・文化振興
　郷土芸能保存会・青年団などの団体が伝統行事やイベントなどで活躍しています。
その他にも、書道・華道・茶道や劇団などの各種団体が「三宅島文化会」を作り、年
１回の発表会を行っています。また、文化会館を利用して、アンサンブルコンサート・映画・寄席などを開催しています。
・ 生涯学習
　誰もが生涯を通じて学んでいけるよう、郷土資料館をはじめ図書館などの社会教育施設の充実に取り組んでいます。

この他、スクールバス運行や教育環境の整備も行っています。
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島内５地区で曜日ごとに収集された可燃ごみと不燃ごみは三
宅村クリーンセンターで処理されます。焼却処理施設では7t/8hの焼却処
理能力があり、焼却処理後に発生する焼却灰等は八丈島にある一般廃棄物
管理型最終処分場まで運搬し埋立処分しています。粗大ごみ処理施設では
不燃ごみや粗大ごみを破砕・選別処理後、缶類・ビン類・ペットボトルな
どの資源ごみを再資源化のため島外搬出しています。また、リサイクル事
業の推進やごみの減量化に対する意識啓発にも取り組んでいます。

　各家庭及び事業所などから収集運搬した、し尿や浄化槽汚泥は三宅村汚泥再生処理センターで処理されます。当施
設は膜分離高負荷脱窒素処理設備に高度処理設備と資源化処理設備を備えた有機性廃棄物リサイクル処理施設です。処理過程で発生
した汚泥は脱水後、助燃剤化され、三宅村クリーンセンターで焼却されるほか、生ごみと併せて発酵させ肥料を製造しています。
　生活排水については合併処理浄化槽の整備を推進し、一部補助金を交付するなど環境保全に努めています。

同年
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平成 30 年 12月／印刷　明誠企画（株）
E-mail miyake03@vill.miyake.tokyo.jp　URL http://www.vill.miyake.tokyo.jp

東京都三宅村　企画財政課


